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研究成果の概要（和文）：本研究では、知的障害のある子どもたちに対するプログラミング教育のあり方につい
て、全国各地の知的障害特別支援学校の協力を得て、実証的に検討した。その結果、プログラミング教育は、知
的障害教育の教育課程に適切に位置付けることで、知的障害のある子どもにとっての論理的思考の向上はもちろ
んのこと、プログラミングツール自体の魅力により学びに対する動機づけが高まり、関連する認知的側面、コミ
ュニケーションや社会性などの発達においても有効な側面があることが明らかになった。そして知的障害のある
子どもには、やみくもに試行錯誤するだけでは論理的に考えることにはつながりにくく、思考を可視化すること
の重要性も示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, programming education for children with intellectual 
disabilities was empirically examined with the cooperation of special needs schools for intellectual
 disabilities. As a result, it was found that programming education, when appropriately embedded in 
the curriculum of education for the intellectual disabilities, not only enhances logical thinking 
for children, but also makes them more motivated to learn due to the appeal of the programming tools
 themselves, and is effective in the development of related cognitive aspects, communication, social
 skills, and other aspects. The importance of visualizing thinking was also suggested.

研究分野：特別支援教育

キーワード： 知的障害　特別支援学校　プログラミング教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究者による2019年2月時点での知的障害特別支援学校小学部におけるプログラミング教育の実施状況につい
ての全国調査の結果からは、プログラミング教育はほとんどの学校において実施しておらず、回答した教師の多
くが知的障害児には難しく行う必要性を感じていないとする意識が見られた。この背景を受けて当該科研費によ
り実施した本研究と実践により、知的障害児にとってのプログラミング教育の意義と取り組みのポイントを明ら
かにするとともに、関連学会や書籍、商業誌などにて成果を公開してきたこと発信することで、知的障害特別支
援学校におけるプログラミング教育の普及促進に一定の貢献があった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2017年 4月 28日告示の「特別支援学校（小学部・中学部）学習指導要領」では、小学部にお
いては「児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行わせるために
必要な論理的思考力を身につけるための学習活動」を計画的に実施することが示された。これを
受け、2020年度より、小学校と同様に、特別支援学校の小学部段階においてもプログラミング
教育は取り組むべきことと位置付けられた。しかし、小学校におけるプログラミング教育につい
ては、すでに文部科学省より示されたガイドラインをはじめ、具体的な解説や実践事例を紹介し
た書籍が多数刊行されているが、特別支援教育、さらには知的障害のある児童生徒を対象とした
プログラミング教育の実践事例の報告は多くはなかった。 
申請者は、2018年度に科学研究費補助金（JSPS科研費 18K02816）を受け、2019年 2月時
点での知的障害特別支援学校小学部におけるプログラミング教育の実施状況についての全国調
査を実施した。調査票を送付した 479 校のうち、回答のあった 151校におけるプログラミング
教育の実施状況を見ると、プログラミング教育をすでに実施している学校は、「すべての学級で
実施」と「一部の学級で実施」を合わせても 6校（3.9%）にとどまり、ほとんどの学校（123校；
81.5%）では「実施していない」・「実施の予定はない」と回答した。未実施の主な理由は「教師
の側の知識やスキルが足りない」、「プログラミング教育より他に優先すべきことがある」、「身近
に先行事例がなく必要性やメリットが感じられない」、「タブレット使用は児童には刺激が強く、
注意集中をより困難にする」などであった。プログラミング教育をする上で教師の感じる困難を
尋ねたところ、「プログラミングに対する教師の意識の低さ、知識・スキルの低さ」のような教
師側の課題に加えて「知的障害のある児童がプログラミング教育を行うことの意義がわからな
い、容易ではない」という子ども側への課題も見られた。 
このように、知的障害のある子どもに対するプログラミング教育はほとんどの学校が実施し
ていないことに加えその必要性も感じておらず、また回答者の多くがプログラミング教育の実
施に必要な条件としてハードやソフトの整備を求めていた。しかし、学習指導要領に示される本
来のねらいを達成するためには、アンプラグドな学習内容でも良く、また必ずしもハードやソフ
トが一人ずつになくても、さらにはそもそも PCを用いなくても実施できる事例を含め、教師が
参考にできるような知的障害のある子どものプログラミング教育の有効性の検証と普及拡大を
見据えた豊富な事例を示す必要性があった。しかしその後予想していなかったコロナ禍により、
プログラミング教育よりもまずは GIGA 端末の配備とオンラインも含めた多様な学習環境整備
が優先事項とされ、知的障害を対象とする特別支援教育分野におけるプログラミング教育の実
践の蓄積と普及は十分とはならなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、JSPS科研費 18K02816において、上記のようにプログラミング教育実践を進めつ
つ普及啓発を目指して取り組んできた研究をさらに発展し、知的障害特別支援学校におけるプ
ログラミング教育のあり方を検討することを目的とした。GIGAスクールとともに PCやタブレ
ット端末の普及が進み、またプログラミング教育は現行の学習指導要領にも位置づけられてい
ることから、もはや「プログラミングをやらない理由はない」状況下で、より知的障害のある児
童生徒にとって個々の教育的ねらいの達成や社会自立を目指した教科等の学びを保証できるか
が問われている。その際、以下の 3つの点で、本研究の独自性ならびに創造性を見出すことがで
きると考えた。 
①現場の教師が、特性や程度も多様な知的障害児に対して様々な教科等の中ですぐに実践の参
考にできるほどに実践の積み上げやその教育的有効性の検証がなされてはいないことへの探
求。 
②プログラミング的思考や論理的思考とは何か、またそれを知的障害児の認知特性などと関連
しどのようにアセスメントしたり評価したりするのかについての実証的な検討。 
③プログラミング教育を学校の教育課程にどのように位置付けられるかという実践的検証。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は大きく以下の 2つで行われた。 
（1）研究協力校でのプログラミング実践とそれに基づくカリキュラム開発（2021〜2023 年度） 
（2）実践事例の公開による普及と評価(2021 年度～2023 年度) 
 ・各種情報を整理して Web などのメディアによる情報発信 
 ・富山大学教育学部附属特別支援学校における研究授業公開（2023 年 12 月）とそれに向けた
実践研究（2021 年 4月〜2023 年 12 月） 
 ・随時、学術学会や各種メディアを通じ、プログラミング教育の実践研究の成果の教育現場へ
の還元 

 



 
４．研究成果 
（1）研究協力校でのプログラミング実践とそれに基づくカリキュラム開発 
全国各地の知的障害特別支援学校の協力を得ながら、実証的に検討してきた。その結果、プロ
グラミング教育は、知的障害教育の教育課程に適切に位置付けることで、知的障害のある子ども
にとっての論理的思考の向上はもちろんのこと、プログラミングツール自体の魅力により学び
に対する動機づけが高まり、関連する認知的側面、コミュニケーションや社会性などの発達にお
いても有効な側面があることを実践研究により明らかにした。そして、知的障害のある子どもに
は、やみくもに試行錯誤するだけでは論理的に考えることにはつながりにくく、思考を可視化す
ることの重要性も示唆された。つまり、「プログラミング教育」である前に、当たり前のことな
がらまずは「特別支援教育」であることが大切である。以下はこれまでの研究から導出された「知
的障害特別支援学校におけるプログラミング教育の 5つのポイント」である。 
 
1．思考の可視化、2．できたわかったを支える支援ツール、3．協働する学びの環境設定、4．
苦手を補い過度な失敗をしない配慮、5．生活に資する活動。 
 
これらの成果は、以下の論文にまとめたので参照されたい。 
https://ushimane.repo.nii.ac.jp/records/2000058 
 
（2）実践事例の公開による普及と評価 
①富山大学教育学部附属特別支援学校において取り組んできたプログラミング教育実践は、そ
の一部について、指導案と成果を以下の web サイトで公開した。 
http://www.fzks.fuzoku.u-toyama.ac.jp/?tid=102029 
 
②随時、学術学会や各種メディアを通じ、プログラミング教育の実践研究の成果の教育現場への
還元を図ってきた。出版された業績は「5．主な発表論文等」を参照のこと。 
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-21K02828/ 
 
③各種関連学会、特に、我が国における特別支援教育の最大学会である日本特殊教育学会におい
て、自主シンポジウム「特別支援学校におけるプログラミング教育を創る 20**」を 2019・
2020・2021・2023 年度と継続的に実施している。ここでは話題提供者ならびに指定討論
者から先駆的な取り組みが報告され、参加者からもプログラミング教育の可能性や学び
の有効性を感じたという声を多数聞いた。この自主シンポジウムは 2024 年度も実施予定
である。 
 
④コロナ禍により学校休校を余儀なくされた 2020 年 5 月より「誰かの実践を見て参考にしたり
自分の実践を紹介して意見をもらったりアイデアや疑問を共有したりする場が欲しい」とい
う声から、Facebook に教師のための情報交換グループ（教員のみ参加可能とした限定公開）
である「新時代を生きる力を育む！ 知的障害・発達障害のある子どもの ICT 活用を語ろう・
実践しよう！！」を作成し、現在では 700 人を超える ICT 活用・プログラミング教育の情報
共有の場となっている。 
 https://www.facebook.com/groups/1094programming 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）今後の課題 
今後は、個々の子どもの実態把握に基づき、教科・領域における学習内容の目標の達成のため
の学習活動の一環として、この「知的障害特別支援学校におけるプログラミング教育の 5つのポ
イント」に基づき、プログラミングを取り入れた教育をどのように織り込んでいくのかがこれか
らの知的障害特別支援学校の教育現場において求められており、さらなるモデルカリキュラム
を示すことが課題として残された。そのためには、容易に活用できる単元内容・指導法・評価が
セットになった知的障害特別支援学校に適合したプログラミング教育モデルの開発が必要であ
ると考える。 
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